
元号 西暦 月 できごと No.

天保４ 1833 1 1日  播州国佐用郡上月村の大庄屋・大谷五左衛門義孝の長男として誕生。母みつ。名前は栄吉、後恵吉 大

天保７ 1836 大橋慶誕生する

嘉永３ 1850 3 大谷五左衛門が上月組の大庄屋の退役を願い出、恵吉が代勤を命じられる

嘉永４ 1851 2 恵吉の養子願いが藩から許可される。後に美作国西西條郡二宮村の立石家（母の実家）の養子となる 大

1 倉敷村大橋平右衛門正直の養子となる 5

12 長男・千之甫誕生する

6 ペリーが軍艦４隻を率い浦賀に来航。備中地方旱魃に見舞われる

8 11日  父・五左衛門に剣を一腰頂戴したいと手紙を送る 13

この間に長女・豊が誕生、出店・大橋勝之丞の養女となる 8

安政３ 1856 足病のため禁酒の願文を書く 10

2 次女・ひろ誕生する

8 安政の大獄始まる

安政６ 1859 12 入札により倉敷村年寄役に任命される 15

3 次男・正吉誕生する

3 桜田門外の変が起こる

閏3 恵吉から敬之助に改名する 16

3 森田節斎、倉敷村に来たる。後に簡塾を開く

1861 9 郷宿で見知らぬ男が神職の脇差を抜取り自害しようとする事件が起こる 17

12 入札により大橋平右衛門正直が倉敷村の庄屋となる 19

津山藩の剣術家・井汲唯一、讃岐からの帰路倉敷に立ち寄りのため剣術稽古願い出る

大谷家先祖追善供養の法要に千之介を連れて行く

2 敬之助が脚気のため役儀御免願を書く。作州一の宮参詣を願い出る 20

倉敷村百姓宗兵衛が同村庄屋与兵衛を襲い傷を負わせる。 21・22

生麦事件起こる

閏8 立石家老人死去のため二宮村へ行く

11 井汲唯一、倉敷村へ来る

7 薩英戦争起こる

11日  立石家へ行く 24

17日  大和五條代官所襲撃される

8 18日  8月18日の政変起こる

22日  津山藩士・海老原修平と上京する 24

25日  岡熊之助が京都五條本町１丁目井汲宅で敬之助への書状を受け取り稽古場を見学する 25

文久３ 1863 ９日  熊之助を訪問。船で大坂を発つ事を告げる。高取騒動の風聞書を見せる 25

10日  日本橋小詰綿屋清兵衛という所から明石船で出立 25

13日  立石家に着き翌日倉敷村に帰着。 24

20日  地蔵院で庭瀬藩剣術士と試合をする 24

12日  生野代官所襲撃される

20日  生野代官・川上猪太郎の警衛を命じられ板屋吉次郎と生野に赴く 24

11 21日  立石家へ行く 24

3 天狗党の乱起こる

6 池田屋事件起こる

7 禁門の変起こる。第一次長州戦争開始

1日  三男・猷之介が誕生する 24

倉敷村小前惣代百姓らが越後商人の米買占めに下津井屋父子も関わったとして吟味を願い出る

11 10日  長州戦争のため西国街道を通行する尾張大納言（徳川慶勝）を見物に川辺宿へ行く 24

18日  下津井屋吉左衛門・壽太郎父子が斬殺される（下津井屋事件） 28・29

19日  倉敷村役人らが下津井屋の焼失家、死骸・疵人見分書を提出する 27

代官所に播州・上月村行を届け出て出奔する 大

8日  倉敷代官所宛に吉左衛門・寿太郎の明白な取調要求が出される 29

薩長同盟締結

2 この頃までに長州へ行き奇兵隊に入隊する

5 12日  第二次長州戦争開始

5日  立石孫一郎（敬之助）、櫛部坂太郎をリーダーとする第二奇兵隊の隊士ら石城山の本営から脱走

9日  夜、脱走隊士ら連島西之浦に上陸

10日   早朝倉敷代官陣屋を襲撃する。警衛のため宿直していた金蔵・芳太郎・真喜太ら死亡 2・4

　       高札場に桜井代官と村役人を批判する札を立てる 3

　　　 観龍寺を本陣とし、大橋平右衛門に千両を要求。午後、井尻野村の宝福寺へ移動する 2

12日  浅尾藩陣屋を襲撃する 31・32

14日  浅尾陣屋を撤退。高梁川を下り亀島渡で幕府軍と銃撃戦となる。隊士らは四散する 33～36

25日  周防熊毛郡浅江村清鏡寺の住職に脱走隊士らの助命嘆願をする

26日  浅江村・島田村境の千歳橋で第二奇兵隊総督清水美作の手勢の襲撃を受け絶命

6 ７日  第二次長州戦争戦闘開始

　　　　　　　　　　　　　大橋敬之助関係年表  　　　　　　　

※右端の数字は関係する展示資料番号。「大」は写真パネルの大谷家文書
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